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The trend of articles published from 1971 to 2020 in the Bulletin of  
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など），交流協定校からの寄稿（Altantsetseg et al., 
2014）などの 12編がこれまでに掲載されている。

















































































論文の中には，海外との共同研究（Akiyama and Vickers, 
1999；Kaneda and Pongvongsa, 2010）の成果，交流


























































































































































































































































『日本体育大学体育研究所雑誌』『Nittai sports training 
journal』に掲載された論文数は，日体大紀要で論文数
の減少が始まった 2001年から 2006年の 5年間に『日
本体育大学体育研究所雑誌』が 53編，『Nittai sports 














































































「7 芸術」が 66.8％を占め，「780.1 体育理論．体育学」
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